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昨
年
、
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
友

会
で
会
長
と
い
う
大
役
を
務
め
た
戸

倉
さ
ん
。
年
間
を
通
し
て
学
生
た
ち

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
き
た

彼
に
一
番
の
思
い
出
を
聞
く
と
﹁
難

し
い
で
す
ね
。
僕
に
と
っ
て
は
、
す

べ
て
が
い
い
思
い
出
で
﹂
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
き
た
。
人
の
上
に
立
つ

と
い
う
経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
﹁
最
初
は
つ
ま
ず
く
こ
と

も
多
か
っ
た
﹂
と
い
う
彼
。
当
時
は

先
輩
た
ち
に
夜
な
夜
な
電
話
を
し
て

は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
日
々
が

続
い
た
と
話
す
。
学
園
祭
と
い
う
一

大
イ
ベ
ン
ト
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の

も
、
そ
ん
な
ふ
う
に
周
り
で
支
え
て

く
れ
た
人
た
ち
の
力
が
大
き
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。﹁
今
の
会
長
た
ち

の
こ
と
も
、
同
じ
よ
う
に
助
け
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
﹂
と
い
う
彼
の

笑
顔
は
、
少
し
大
人
び
て
見
え
た
。

学園祭用の学友会パーカーは
思い出の品。「 Thanks Smile
をテーマにした」というフー
ドのイラストは戸倉さん作。

福岡キャンパスにて

学
友
会
は
、人
と
人
と
が

支
え
合
っ
て
で
き
て
い
る
。

富士章授賞者だけに与えら
れるワッペン。西牧さんが
所属していた福島の団では、
彼が初めて取得したという。

板橋キャンパスにて

　

幼
少
の
頃
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

活
動
を
始
め
、
今
年
で
15
年
目
を
迎

え
る
西
牧
さ
ん
。
彼
は
先
日
、
日
本

の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
中
で
最
高
の

栄
誉
で
あ
る
﹁
富
士
章
﹂
を
取
得
し
、

東
宮
御
所
で
皇
太
子
さ
ま
と
ご
対
面

し
た
。﹁
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
大

学
受
験
の
勉
強
と
富
士
章
を
取
る
た

め
の
課
題
を
両
立
し
て
こ
な
す
の
は

大
変
で
し
た
が
、
頑
張
っ
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
ね
﹂
と
感
慨
深
い
表
情

を
見
せ
る
。
現
在
も
活
動
は
継
続
中

だ
。
将
来
は
地
域
医
療
に
貢
献
す
る

医
師
と
し
て
地
元
・
福
島
県
に
戻
り
、

並
行
し
て
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
続
け

て
い
き
た
い
と
言
う
。

 

﹁
今
度
は
指
導
者
と
し
て
、
で
す
ね
。

ス
カ
ウ
ト
人
口
も
少
子
化
と
と
も
に

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
な
働
き
か
け
が
で
き

た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
中
で

最
高
位
の
章
を
授
章
。

File:20

医学部医学科
class:
ゴルフ
hobby:
2
grade:

西牧孝晃さん

name:

File:19

福岡医療技術学部 
理学療法学科

class:
水泳、ラグビー
hobby:
3
grade:

戸倉 諒さん

name:
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自
転
車
で
前
進
す
れ
ば
、

気
持
ち
も
前
向
き
に
。

　

旅
行
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
石
田
ゆ
う

す
け
さ
ん
の
地
元
は
、
和
歌
山
県
の

白
浜
町
。
彼
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
街
に
訪
れ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
た

ち
を
た
く
さ
ん
見
て
き
た
。
自
転
車

で
好
き
な
と
こ
ろ
に
行
き
、
日
が
暮

れ
た
ら
大
地
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
眠

る
。
そ
の
姿
が
自
由
の
象
徴
と
し
て
、

彼
の
胸
に
焼
き
つ
い
て
い
た
と
い
う
。

 

﹁
そ
れ
で
高
1
の
と
き
、
自
転
車
で

和
歌
山
を
一
周
し
て
み
た
ら
面
白
く

て
。
次
に
近
畿
一
周
、
大
学
時
代
に

は
日
本
一
周
を
達
成
し
ま
し
た
﹂

　

日
本
の
次
は
世
界
。
漠
然
と
そ
の

こ
と
は
頭
に
あ
っ
た
が
、﹁
で
き
る
は

ず
が
な
い
﹂
と
思
い
込
ん
で
い
た
石

田
さ
ん
。
し
か
し
﹁
こ
こ
で
終
わ
っ

た
ら
中
途
半
端
﹂
と
い
う
気
持
ち

に
突
き
動
か
さ
れ
、 

3
年
余
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
生
活
を
経
て
、
ツ
ー
リ
ン

グ
用
自
転
車
で
あ
る
愛
車
の
ラ
ン
ド

ナ
ー
と
と
も
に
世
界
へ
飛
び
出
し
た
。

北
米
に
上
陸
し
て
、
南
米
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
。
7
年

半
に
も
及
ぶ
長
い
旅
の
中
で
は
、
体

調
不
良
や
悪
路
、
ま
た
危
険
な
目
に

遭
う
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い

う
。そ
れ
で
も
彼
が
旅
を
や
め
な
か
っ

た
理
由
は
、
自
転
車
と
い
う
乗
り
物

の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
か
ら
だ
。

 

﹁
自
転
車
の
利
点
は
、
能
動
的
な
と

こ
ろ
。
道
が
分
か
れ
て
い
て
も
、ど
っ

ち
に
行
く
か
は
自
分
で
決
め
る
で

し
ょ
う
？ 

よ
く
な
い
こ
と
ば
か
り
起

こ
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
と

に
か
く
自
転
車
で
前
へ
進
ん
で
い
た

ら
、
あ
る
と
き
ふ
っ
と
風
向
き
が
い

い
方
向
に
変
わ
る
ん
で
す
﹂

　

ギ
ニ
ア
の
荒
野
で
の
こ
と
。
原
因

不
明
の
熱
と
下
痢
が
続
く
中
、
石
田

さ
ん
は
朦
朧
と
す
る
意
識
を
振
り
払

う
よ
う
に
自
転
車
で
走
り
続
け
て
い

た
。
ふ
と
顔
を
上
げ
る
と
、
目
の
前

に
広
が
っ
て
い
た
の
は
真
っ
青
な
地

平
線
。
青
く
染
ま
っ
た
大
気
の
層
に

沈
ん
だ
森
が
何
と
も
い
え
ず
幻
想
的

で
、
思
わ
ず
彼
は
言
葉
を
失
っ
た
。

 

﹁
青
い
森
が
、
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と

流
れ
て
い
く
。
ま
る
で
自
分
だ
け
が

ぽ
つ
ん
と
止
ま
っ
て
、
地
球
が
動
い

て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
す
。﹃
こ
の
大

自
然
の
中
で
、
僕
は
生
き
て
い
る
﹄。

そ
う
思
っ
た
ら
、
涙
が
溢
れ
て
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
﹂

　

自
力
で
目
的
地
ま
で
た
ど
り
着
く

か
ら
こ
そ
、
得
ら
れ
る
感
動
は
計
り

知
れ
な
い
。﹁
自
転
車
で
旅
を
す
る
こ

と
で
元
気
に
な
っ
て
欲
し
い
。
達
成

感
も
あ
り
ま
す
し
、
最
高
の
思
い
出

が
で
き
る
は
ず
で
す
﹂
と
石
田
さ
ん
。

多
感
な
時
期
に
自
分
の
身
ひ
と
つ
で

見
た
い
も
の
を
見
に
行
く
と
い
う
経

験
は
、
必
ず
人
生
の
糧
と
し
て
心
に

何
か
を
残
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

東京都在住。7 年半かけて自転車で
世界を一周し、2002年末に帰国。
現在は文筆活動に加え「夢」「相互
理解」「食」などのテーマで講演を
行っている。雑誌数冊で旅記事を連
載するほか『行かずに死ねるか！』

（幻冬舎）など著書も多数。

旅行エッセイスト
石田ゆうすけさん  Yusuke Ishida

「ちょっとそこまで」も「遠くの街まで」も、

気軽にスイスイ行けるのが自転車のいい

ところ。自分の力でこぐ、という意味で、も

はや自転車は体の一部といっても過言

ではないのかもしれません。今回はそん

な、私たちにとって最も身近な乗り物であ

る「自転車」を特集。本気でこだわる人、

ボロボロになるまで乗る人、見た目重視の

人、とさまざまですが、自転車を愛する気持

ちはみんな一緒です！

特集

Life with 
Bicycle.

自転車に乗って。

風をきって走るのが
気持ちいいんです！

05 Flair 04Flair



通学のため、健康のため、趣味のため…。
乗る目的や理由もさまざまだから、自転車もいろいろ。
みんなのこだわりの自転車を見せてもらいました ！

先輩から譲ってもらった「スペシャライズド」の自転車です。パーツをすべて外して自分
で黒に塗装し直したら、さらに愛着がわきましたね。自転車通学を始めたら、自分のペー
スで移動できるので、とても気分がいいです。

古宮隆一さん  Ryuichi Komiya  ● 経済学部観光経営学科 3 年

1

迷った末に買ったのは、ロードバイクの「ピナレロ」。長距離を走りたかったんです。ペ
ダルはビンディングタイプのものに交換できるようにしたり、少しカスタマイズしていま
す。今後は、ヒルクライムにもチャレンジしてみたいですね。

藤沼 渉さん  Wataru Fujinuma  ● 医学部医学科 4 年

体力作りの一環でトライアスロンのレースに出場し始めたんです。そのために、自転車を
購入。「ジオス」というイタリアのメーカーです。乗り心地は抜群ですね。自転車で長距
離を走り、全身の力を使いきった後の爽快感は最高ですよ。

森 一俊先生  Kazutoshi Mori  ● 理工学部機械・精密システム工学科 教授

祖父が自転車屋だったので、小さい頃からいろんな自転車に乗ってたんですよ。こだわり
始めたのは自転車部に入った高校生の時からですね。この自転車は「クライン」のマウン
テンバイクです。行きつけのショップ（ツルオカさん）でカスタマイズして楽しんでます。

河井 顕一 さん  Kenichi Kawai  ● 八王子キャンパス職員

自転車は生活必需品で毎日乗るものだったから、絶対にかわいいのがほしくって、中 3 の
時にこのBMXを購入しました。メッキフレームにピンクのロゴがお気に入りです。次は「ビ
アンキ」のマウンテンバイクが欲しいですね。

大原くるみさん  Kurumi Ohara  ● 文学部社会学科 1 年

洋服でもカバンでも原色系の派手な色が好きなんです。自転車もこの明るいオレンジ色が
気に入って買いました。通学も遊びに行くのもこの自転車。せっかくの折りたたみ自転車
なので、旅行に行くときに持って行けたらいいなと思います。

相馬昴翔さん  Takato Soma  ● 医療技術学部スポーツ医療学科 2 年

他とは少し変わったデザインにひかれて、ビーチクルーザータイプを選びました。通学で
毎日乗るので、自分のスタイルにあった自転車がほしかったんです。せっかくこの自転車
を購入したので、次は海まで行って砂浜の上を走りたいですね。

弓戸智規さん  Tomonori Yumito  ● 経済学部経済学科 1 年

パーツはリストアップして、オークションで購入しました。この愛車の特徴は「サーベロ」
というメーカーのカーボンフレーム。空気抵抗が少なく 7kg 弱と超軽量のため、乗ってい
るとまるで自転車が体の一部になったかのような心地よさが味わえますよ。

冲永佳史先生  Yoshihito Okinaga  ● 帝京大学 学長

みんなの自転車、拝見。
We love bicycle.

3
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自分で塗装したから

愛着わいてます

自分の力で風をきる
心地よさは格別です

自転車を持って
ハワイに行きたい

自転車で走ると
仕事の疲れも忘れます

自転車はオシャレと
同じくらい大切！

横浜までのサイクリング
すごく楽しかったです

最近は、海岸線を
走るのにはまってます

休日は家族でサイクリング
することもあります

自転車のトリビア 国民１人当たりの自転車保有率が世界一のオランダ。景気後退の状況下においても、2009年１年間の自転車売上高が約1270億円近くに上ったとか。自転車のトリビア 世界企業と言われる自転車部品メーカー、シマノ。公式データはないが、推計では世界の自転車の 7 割がシマノ製の部品を使用しているといわれている。07 Flair 06Flair



現在主流のカーボン素材やア
ルミとは異なり、細くて繊細
なフォルムがとても美しい荒
井さんのフレーム。その人の
体格に合わせてサイズを測り
世界に一台だけのフレームが
完成する。もちろんフレーム
カラーやオリジナルのロゴを
入れることも可能だ。

フレームビルダーを
知っていますか?
オーダーに合わせてハンドメイドで自転車を作るフレームビルダー。
自転車だって、自分だけのオリジナルが作れるんです。

Do you know frame builder?

作
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
と
同

じ
で
、
自
転
車
だ
っ
て
自
分
の
好
き

な
よ
う
に
作
れ
る
ん
で
す
よ
﹂

　

と
は
い
え
、
自
転
車
を
作
る
な
ん

て
な
か
な
か
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
道
40
年
の
荒
井
さ
ん
の
技
術
と

経
験
が
あ
っ
て
こ
そ
と
言
え
る
。

　

荒
井
さ
ん
が
最
初
に
就
職
し
た
の

は
、
当
時
国
内
の
自
転
車
シ
ェ
ア
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
だ
っ
た
﹁
片
倉
シ
ル
ク
﹂。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
日
本
ロ
ー
ド

チ
ー
ム
の
使
用
車
を
作
る
な
ど
、
そ

の
高
い
技
術
は
自
転
車
史
を
語
る
上

で
は
欠
か
せ
な
い
メ
ー
カ
ー
だ
。

 ﹁
片
倉
シ
ル
ク
は
、
す
べ
て
ハ
ン
ド
メ

自
転
車
を
つ
く
る
の
は
、

服
と
同
じ
感
覚
な
ん
で
す
。

　

埼
玉
県
に
工
房
を
構
え
る
荒
井
正

さ
ん
は
、﹁
ク
ロ
モ
リ
﹂
と
い
う
合
金

素
材
で
自
転
車
の
フ
レ
ー
ム
部
分
を

作
る
フ
レ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
だ
。

 

﹁
カ
ス
タ
ム
で
自
転
車
が
で
き
る
と

知
ら
な
い
人
は
多
い
。
と
い
う
か
、

今
は
知
ら
な
く
て
当
然
の
時
代
な
の

か
な
。
普
通
、
自
転
車
を
買
う
と
き

は
工
業
製
品
と
同
じ
で
、
カ
タ
ロ
グ

か
ら
選
ぶ
だ
け
で
す
か
ら
ね
。
で
も
、

洋
服
な
ら
裾
を
詰
め
た
り
素
材
を
変

え
た
り
し
て
自
分
に
合
っ
た
も
の
を

イ
ド
で
、
競
技
や
競
輪
用
の
自
転
車

な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
私

の
自
転
車
作
り
の
基
礎
は
全
て
こ
こ

で
で
き
ま
し
た
﹂

　

そ
の
後
、
荒
井
さ
ん
は
台
湾
の
大

手
自
転
車
メ
ー
カ
ー
に
転
職
す
る
も
、

大
量
生
産
さ
れ
る
自
転
車
に
疑
問
が

わ
く
。
老
舗
メ
ー
カ
ー
が
淘
汰
さ
れ

て
い
く
中
で
自
分
が
知
っ
て
い
る
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
の
自
転
車
文
化
を
蘇
ら

せ
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
カ
ス
タ

ム
で
自
転
車
を
作
り
始
め
た
。

　

現
在
、
荒
井
さ
ん
が
手
が
け
る
自

転
車
は
競
技
用
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、

ウ
ワ
サ
を
聞
き
つ
け
、
一
般
の
人
で

も
オ
ー
ダ
ー
し
て
く
る
と
い
う
。

 ﹁
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
自
転
車
っ
て
、
欲

し
い
人
が
自
発
的
に
行
動
す
る
と
い

う
こ
と
が
一
番
の
魅
力
。
作
る
方
も

大
変
で
す
が
、
実
は
オ
ー
ダ
ー
す
る

方
も
大
変
で
す
。自
分
で
全
て
イ
メ
ー

ジ
し
た
り
考
え
た
り
し
な
い
と
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
を
楽
し
い

と
思
え
る
か
、
煩
わ
し
い
と
考
え
る

か
は
、
そ
の
人
次
第
な
ん
だ
け
ど
。

で
も
、
自
分
で
作
っ
た
も
の
に
乗
る

こ
と
が
で
き
て
、
さ
ら
に
遠
く
ま
で

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
と

て
も
楽
し
い
こ
と
だ
な
っ
て
僕
は
思

う
ん
で
す
﹂

クロモリという合金素材のパイプとラグと呼ばれるパーツをつなぎ合わせ、フレームを組んでいく。

埼玉県生まれ。高校生で自転車部に
入部。1975年に「片倉シルク」入社。
その後、台湾の大手メーカー「GIANT」
に転職後、2005年に「片倉シルク」
からシルクの名前を受け継ぎ、自ら「シ
ルクサイクル」を起こし、現在に至る。

 フレームビルダー
荒井 正さん  Masa Arai

もっと知りたい自転車のこと。
大阪府堺市にある、日本で唯一の自転車博物館。
古い自転車を見たり、自転車のしくみを体験できたり、
たくさんの自転車の魅力がここにはつまっています。

More about bicycle.

見
て
楽
し
い

乗
っ
て
楽
し
い
自
転
車
。

　

自
転
車
博
物
館
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
は
、
自
転
車
部
品
メ
ー
カ
ー
﹁
シ

マ
ノ
﹂
が
運
営
す
る
博
物
館
。
海
外
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
自
転
車
や
牛
乳
配
達
専

用
自
転
車
な
ど
、
見
た
事
も
な
い
形

や
デ
ザ
イ
ン
の
自
転
車
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。﹁
自
転
車
は
そ
の
国
の
気
候
、

風
土
、
文
化
の
中
で
発
達
し
、
そ
の
時

代
に
必
要
な
自
転
車
が
誕
生
し
て
き

た
ん
で
す
﹂
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
学

芸
員
の
中
村
博
司
さ
ん
だ
。
消
耗
品
と

な
り
が
ち
な
自
転
車
だ
が
、
そ
の
時
代

の
特
徴
を
表
す
自
転
車
が
見
つ
か
れ

ば
と
て
も
貴
重
な
の
だ
と
か
。

 

﹁
自
転
車
の
動
力
は
人
間
の
脚
力
な

の
で
自
転
車
の
性
能
は
人
間
の
能
力

で
変
わ
り
ま
す
。
だ
か
ら
自
転
車
の

歴
史
は
も
ち
ろ
ん
、
乗
る
楽
し
さ
も
伝

え
て
い
き
た
い
﹂。
中
村
さ
ん
は
、
市

民
が
参
加
で
き
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や

セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
博
物
館
の
あ
る
大

阪
府
堺
市
は
国
内
で
も
最
も
自
転
車

産
業
が
発
達
し
た
町
。
シ
マ
ノ
も
も
ち

ろ
ん
そ
ん
な
会
社
の
ひ
と
つ
だ
。
現
在

は
多
く
が
海
外
生
産
に
な
り
、
堺
の

メ
ー
カ
ー
も
減
少
し
た
が
、
今
も
そ
の

歴
史
が
息
づ
い
て
い
る
。﹁
堺
は
自
転

車
の
町
。
今
後
は
自
転
車
道
の
整
備
な

ど
、
欧
州
の
よ
う
に
安
全
・
快
適
に
自

転
車
に
乗
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
﹂

自転車はこんな変遷を経て今の形になりました。

　 1880年代に作られたオーディナ
リーと呼ばれる珍しい自転車。速
く走るために大きくした前輪が特
徴。　 2 階では、現在に至るまで
の自転車の歴史と変遷を知ること
ができる。　 3 階では変速機など
自転車のしくみを体験できるコー
ナーも。　 館内の壁には絵画コン
クールに応募してくれた子どもた
ちの絵が描かれている。　コレク
ションの自転車が保管されている 1
階は圧巻。　 博物館入り口のオー
ディナリーをモチーフにしたオブ
ジェ。　 今回お話を伺った学芸員
の中村博司さん。

自転車部品メーカーの（株）シマノが自
転車文化の発信と自転車ライフを提
案することを目的に 1992年に開設。

自転車博物館サイクルセンター

Osaka

1

2

3

4

5

6

7

自転車のトリビア ランス・アームストロングは、ガン闘病の後、世界最大の自転車レース、ツール・ド・フランスで前人未到のなんと7年連続総合優勝を達成した！自転車のトリビア かの有名なライト兄弟は自転車屋だった！ 自転車屋をしながら、兄弟で研究を続け、1903年に世界初の飛行機の発明を果たしたのだ。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

資料提供 : 自転車博物館サイクルセンター

1818 年ドイツのドライス男
爵が発明した世界最古の自
転車。木製で地面を足で蹴っ
て走る。

ドライジーネ（自転車の元祖）

1818年

1861 年フランスで発明され
たペダル式自転車。乗り心
地が悪くボーンシェーカー

（背骨ゆすり）と呼ばれた。

ミショー型ボーンシェーカー
1861年

1880 年頃、自転車レースで
“より速く”走るために前輪
を巨大化。重心が高く乗り
降りも難しい自転車だった。

オーディナリー
1880年頃

1879 年ローソンがチェーンで
後輪を回す仕組みを、1885
年にはスターレーがローバー
を発明。今の自転車の先祖。

セイフティーバイシクル
1885年

その後、乗り心地を良くする
空気入りのタイヤや、車体を
軽くするためのパイプ構造な
どが発明され、20世紀の終
わり頃コンピューターが使わ
れるようになり誰もがより
快適に乗れる自転車（コン
フォートバイク）が登場した。

コンフォートバイク
20世紀
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出発前にはブレーキをはじ
めとする点検はもちろん、
ひとりの忘れ物がみんなに
影響するため荷物確認が欠
かせない。準備ができたら、
山梨に向けて走り出す。2
時間もすれば車の通りも少
なくなり、走りやすい道に。

こ
こ
で
汗
を
流
し
た
あ
と
、
休
憩
を

取
る
た
め
に
﹁
道
の
駅
ど
う
し
﹂
へ

と
向
か
う
。
途
中
で
、
当
日
の
夕
食

と
次
の
日
の
朝
食
の
食
材
を
買
う
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
4
班
に

分
か
れ
て
出
発
す
る
た
め
、
小
休
止

を
取
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
班
次
第
。
一

定
の
間
隔
で
列
に
な
っ
て
進
む
長
距

離
ラ
ン
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
な
の
だ
。

　

し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
、
景
色

の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る

の
が
自
転
車
の
い
い
と
こ
ろ
。
交
通

量
の
多
い
平
坦
な
道
を
ひ
た
す
ら
進

む
と
、
空
気
が
徐
々
に
澄
ん
で
い
く

の
が
わ
か
る
。
山
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
く
な
る
が
、

そ
の
分
下
り
を
駆
け
下
り
る
と
き
の

爽
快
感
は
格
別
。﹁
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
っ
と
長

い
上
り
坂
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
﹂

初
夏
の
空
気
に
誘
わ
れ
て
、

夏
合
宿
前
の
プ
レ
合
宿
へ
。

　

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
機
能
も

デ
ザ
イ
ン
も
多
種
多
様
な
自
転
車
が

続
々
と
集
ま
っ
て
く
る
。
今
日
は
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
同
好
会
の
プ
レ
合
宿

の
日
だ
。
こ
れ
は
毎
年
遠
方
に
て
開

催
さ
れ
る
夏
合
宿
に
備
え
て
、
1
泊

2
日
で
行
わ
れ
る
練
習
ラ
ン
の
こ
と
。

月
に
2
回
の
月
例
ラ
ン
や
春
の
新
歓

ラ
ン
な
ど
で
足
を
慣
ら
し
て
き
た
1

年
生
に
と
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
の
装
備

を
し
な
が
ら
長
距
離
を
走
る
の
は
こ

れ
が
初
め
て
の
機
会
と
な
る
。
期
待

と
緊
張
が
入
り
交
じ
る
中
、ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
自
転
車
の
点
検
を
念
入
り
に

終
え
た
一
行
は
、
山
梨
県
の
﹁
道
志

の
森
キ
ャ
ン
プ
場
﹂
に
向
け
て
颯
爽

と
出
発
し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
は
﹁
道
志
の
湯
﹂。

と
い
う
1
年
生
の
原
さ
ん
と
同
じ
よ

う
に
、
坂
道
に
つ
い
て
は
思
い
入
れ

の
あ
る
部
員
も
多
い
よ
う
だ
。

　

出
発
か
ら
お
よ
そ
9
時
間
。
キ
ャ

ン
プ
場
に
着
い
た
一
行
は
、
早
速
夕

食
の
支
度
に
取
り
か
か
る
。
こ
こ
で

も
1
年
生
に
と
っ
て
は
勉
強
の
連
続
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
同
好
会
で
は
い
つ
も
、

お
米
を
炊
く
と
き
は
手
を
水
に
浸
け

た
と
き
の
水
位
で
水
の
量
を
調
整
す

る
。﹁
計
量
カ
ッ
プ
に
慣
れ
る
と
、
常

に
カ
ッ
プ
が
な
い
と
お
米
が
炊
け
な

く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
﹂
と
話
す
の

は
部
長
の
松
村
さ
ん
。﹁
感
覚
を
鍛
え

る
﹂
の
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
は
大
切

な
こ
と
な
の
だ
。
初
日
の
目
標
を
達

成
し
た
部
員
た
ち
は
心
地
よ
い
疲
労

感
に
包
ま
れ
な
が
ら
夕
食
を
楽
し
み
、

満
足
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
。

　

2
日
目
の
目
的
地
は
、
J
R
大
月

駅
。
昨
日
の
疲
れ
を
癒
し
た
一
行
は
、

早
朝
か
ら
清
々
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。

美
し
い
山
中
湖
を
臨
み
な
が
ら
、
ど

こ
ま
で
も
続
く
湖
岸
を
走
る
。
湿
度

は
高
い
も
の
の
し
ば
し
梅
雨
の
晴
れ

間
に
も
恵
ま
れ
、
昨
日
以
上
に
ペ
ダ

ル
を
踏
む
足
に
も
力
が
入
っ
た
。

　

途
中
﹁
道
の
駅
富
士
吉
田
﹂
に
て

昼
食
を
と
り
、
お
よ
そ
6
時
間
後
に

J
R
大
月
駅
に
到
着
。
今
回
の
企

画
者
で
あ
る
2
年
生
の
稲
益
さ
ん
は

﹁
2
个
月
前
か
ら
ル
ー
ト
や
班
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
が
、
僕
の
中
で
は
合
格
点

で
す
﹂
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
部
員
た

ち
は
こ
れ
か
ら
自
転
車
を
解
体
し
て
、

﹁
輪り

ん
こ
う行
﹂︵
自
転
車
を
持
っ
て
電
車
に

乗
る
︶に
挑
戦
す
る
。
1
年
生
に
と
っ

て
は
教
わ
る
こ
と
も
多
く
密
度
の
濃

い
プ
レ
合
宿
だ
っ
た
が
、
何
よ
り
走

る
楽
し
さ
を
再
確
認
で
き
た
旅
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（上）テントのたて方を、ていねいに
先輩から教わる 1 年生。意外と難し
く、ちょっと苦戦中。（左）キャンプ
＆サイクリングの神器たち。寝袋な
どの寝具から、自転車の空気入れ、
交換用チューブまで抜かりない。

部員数20人。月に 2 回の月例
ランに加えて、年 7 回ほど
泊まりを含めた遠出の合宿を
行う。そのため荷物を運ぶこ
とができるクロスバイクなど
の所持者が多いが、大好きな
ロードバイクを貫く部員も。

八王子キャンパス
サイクリング同好会
Hachioji campus. Cycling Circle

Goal!

Start!

キャンプ場に到着し、夕食作り
に取りかかる。メニューはハヤ
シライス。班長である 2 年生が
中心となり、サークルに受け継
がれる作業方法を 1 年生に教え
る。「一度やってみて、失敗す
ることも大事」と見守る部長。

遂にゴール！ 1 年生の
佐々木さん曰く「無事に
着けてよかった」。みんな
も同じ気持ちだろう。こ
れから輪行で家路につく。

名物が味わえるのも
旅ならではです。

まっすぐな湖畔の道は
風が気持ちいい！ これから出発。

気合い入ってます！

村営の温泉「道志の湯」
に到着。ここは 2 時間制
で 500 円。内風呂と露
天風呂にゆっくりと入っ
て、疲れと汗を落とす。

自転車で出かける、
1泊2日・山中湖の旅。
帝京大学八王子キャンパスのサイクリング同好会のテーマは「旅」。
目的地に向かって自分の力で進み続けるからこそ、
現地で感じる心地よさと達成感はひとしおです。

Go for a trip by bicycle.

自転車のトリビア 高知県と愛媛県では、ママチャリ人口が少ないというウワサ。実際、少し変わったデザインの自転車が売れるらしい。

（上）山中湖の湖岸を、初夏の風を受けな
がら思いきり走る。平坦な道も下り坂と
同じくらい気持ちがいい。（右）「道の駅 富
士吉田」にて軽食。味噌ベースの白あん
の中にうどん、という驚愕の「うどんた
いやき」が名物。
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ど
、
部
員
同
士
の
仲
が
良
い
。

　

そ
れ
に
は
、
後
輩
を
気
遣
う
先
輩

の
や
さ
し
さ
も
大
き
く
作
用
し
て
い

る
。今
年
3
回
目
の
公
式
試
合
で
は
、

主
要
メ
ン
バ
ー
に
多
く
の
1
年
生
を

起
用
。﹁
彼
ら
は
ベ
ン
チ
で
も
一
生

懸
命
仕
事
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
試

合
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
ら
つ
ま
ら
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
﹂
と
森
川
さ
ん

は
話
す
。
同
期
の
古
川
雄
貴
さ
ん
曰

く
﹁
努
力
し
て
い
る
部
員
を
試
合
に

出
す
、
と
い
う
の
が
キ
ャ
プ
テ
ン
の

方
針
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
僕
ら
も
、

そ
れ
を
守
る
べ
く
話
し
合
っ
て
決
断

し
ま
し
た
﹂。
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど

報
わ
れ
る
環
境
。
そ
れ
が
後
輩
の
や

る
気
に
つ
な
が
り
、
チ
ー
ム
の
一
体

感
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

3
年
時
か
ら
本
格
的
に
国
家
試
験

の
勉
強
に
入
る
た
め
、
福
岡
キ
ャ
ン

パ
ス
で
部
活
動
に
打
ち
込
む
学
生
は

2
年
で
引
退
す
る
。
残
さ
れ
た
時
間

は
少
な
い
が
、
そ
の
中
で
結
果
を
残

す
べ
く
野
球
に
打
ち
込
む
彼
ら
の
夢

は
、
目
前
の
試
合
に
加
え
て
昨
年
に

引
き
続
き
﹃
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

養
成
校
野
球
大
会
﹄
で
優
勝
す
る
こ

と
。
そ
の
土
台
を
築
く
た
め
の
練
習

時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
彼
ら
な
ら
、

き
っ
と
気
持
ち
よ
く
目
標
を
達
成
し

て
く
れ
る
は
ず
だ
。

BASEBALL
FUKUOKA CAMPUS

「とにかく野球が好きで、続けていきたい」というメンバーが集まる
福岡キャンパス野球部。モットーは“頑張った人みんなが主役”だ。
実力は大切。しかし、実力をつけるために努力する姿勢はもっと大切。
地道な練習を「楽しい」と答える部員が多い理由は、そこにある。

 

﹁
公
式
試
合
は
年
4
回
。
今
は
そ
の

中
の
ひ
と
つ
﹃
大
牟
田
市
民
軟
式
野

球
大
会
﹄
で
勝
ち
進
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
次
の
試
合
に
勝
て
ば
準
決

勝
。
こ
れ
は
優
勝
し
た
い
で
す
ね
﹂

　

目
の
前
の
試
合
に
向
け
て
そ
う
意

気
込
み
を
語
る
の
は
、
福
岡
キ
ャ
ン

パ
ス
野
球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
あ
る

森
川
憲
人
さ
ん
。
1
・
2
年
生
合

わ
せ
て
31
人
と
い
う
大
所
帯
を
ま
と

め
る
、
チ
ー
ム
の
中
心
人
物
だ
。
ほ

と
ん
ど
が
経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
野

球
部
だ
が
、
比
較
的
キ
ャ
リ
ア
の
な

い
部
員
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
練
習
が
こ

な
せ
て
い
る
の
は
団
結
力
が
強
い
証

拠
。
2
年
生
の
岸
田
大
直
さ
ん
が﹁
試

合
以
上
に
、
み
ん
な
と
練
習
し
て
い

る
と
き
が
一
番
楽
し
い
﹂
と
話
す
ほ

部員数の内訳は 2 年生 13
人、1 年生 18 人。週 3 回
の練習をこなす。A ～ C
に格付けされる県内のラン
クでは B に所属。公式試
合では社会人チームと戦う
ことも多い。キャプテンの
サポートをしながら、2 年
生が連携をとってチームを
まとめている。

帝京大学
福岡キャンパス野球部
Teikyo Univ.BASEBALL CLUB
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帝京大学薬学部 教務部長

栗原順一教授

1955 年生まれ。東京大学薬学部薬学科卒
業。同大学大学院薬学系研究科修士課程修了。
薬学博士。帝京大学薬学部薬理学教室助手、
助教授などを経て現職。2010 年より教務部
長。専門は心血管系と神経系の薬理学。

Junichi Kurihara

フリーアナウンサー

荒生沙緒利さん
自分の原点を思い出せば、
辛いことだって乗り越えられる。

帝京大学文学部国際文化学科
（現：外国語学部外国語学科）
2006 年卒。ケーブルテレビ
山形、TBS ラジオの情報キャ
スターを経て、2010 年より
フリー。現在は関東のケーブ
ルテレビ局にてレギュラーを
2 本抱える。その他、イベン
トの司会などでも活躍中。

Saori Arao

　

荒
生
沙
緒
利
さ
ん
が
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
め
ざ
そ
う
と
決
め
た
の
は
、
高

校
時
代
の
こ
と
。
甲
子
園
に
出
場
し
た

母
校
の
応
援
に
行
く
た
め
に
、
現
地

の
天
候
に
つ
い
て
彼
女
が
地
元
・
山
形

の
お
天
気
番
組
に
質
問
の
F
A
X
を

送
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

﹁
す
る
と
番
組
で
質
問
が
採
用
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
さ
ん

が
私
に
﹃
頑
張
っ
て
応
援
し
て
く
だ

さ
い
ね
﹄
と
い
う
F
A
X
を
送
っ
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
丁

寧
な
対
応
に
憧
れ
た
ん
で
す
よ
ね
﹂

　

進
学
先
を
帝
京
大
学
に
決
め
た
の

も
、
将
来
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
こ

と
を
視
野
に
入
れ
て
の
決
断
だ
っ
た
。

当
時
活
躍
し
て
い
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
多
く
に
留
学
経
験
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
荒
生
さ
ん
は
、
1
年
時
か
ら

ダ
ラ
ム
分
校
へ
留
学
で
き
る
学
科
へ

入
学
。
夢
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

 

﹁
ダ
ラ
ム
で
は
毎
日
が
新
鮮
。
柔
道
部

に
入
っ
て
ダ
ラ
ム
大
学
の
学
生
と
も

交
流
し
ま
し
た
し
、
夏
休
み
に
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
も
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

英
語
力
だ
け
で
な
く
、
度
胸
も
つ
い

た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
﹂

　

ダ
ラ
ム
で
培
っ
た
度
胸
は
、
帰
国

後
の
行
動
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え

る
。
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
り
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
り
と
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
な
る
た
め
の
道
筋
を
積

極
的
に
立
て
て
い
っ
た
荒
生
さ
ん
。

そ
こ
で
得
た
情
報
や
技
術
は
、
今
の

彼
女
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
以
上
に
大
切
だ
っ
た
の
は
、

人
と
の
出
会
い
だ
。

 

﹁
教
授
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
志
望
の
友
だ

ち
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
、
O
B
⋮
。
人
が
人
を
つ
な

ぎ
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
恥

ず
か
し
が
ら
ず
﹃
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な

り
た
い
﹄
と
周
り
に
伝
え
て
い
た
こ
と

が
、
大
き
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
﹂

　

花
形
で
あ
る
が
ゆ
え
に
狭
き
門
。

そ
ん
な
難
関
を
く
ぐ
り
抜
け
て
見
事

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
夢
を
叶
え
た
彼
女

は
、
今
も
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

﹁﹃
い
つ
も
見
て
る
よ
﹄
と
皆
さ
ん
に

言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
の
喜

び
で
す
。
も
ち
ろ
ん
辛
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
け
ど
、
そ
ん
な
と
き
は
﹃
な

ぜ
私
は
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
﹄

と
考
え
る
ん
で
す
。
答
え
は
ひ
と
つ

﹃
好
き
だ
か
ら
﹄。
自
分
が
選
ん
だ
道

だ
か
ら
、
辛
い
こ
と
が
あ
る
の
も
当

た
り
前
な
ん
で
す
よ
ね
﹂

　

苦
し
い
と
き
に
は
い
つ
も
原
点
に

か
え
る
。
目
標
に
向
か
っ
て
ぶ
れ
ず

に
努
力
し
続
け
た
彼
女
に
は
、
い

つ
の
間
に
か
真
の
強
さ
ま
で
も
が
備

わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

た
り
と
い
っ
た
作
業
を
何
度
も
繰
り

返
す
こ
と
で
﹁
随
分
と
手
術
の
腕
は

上
達
し
ま
し
た
よ
。
ま
だ
今
の
と
こ

ろ
、
ス
ピ
ー
ド
で
は
誰
に
も
負
け
ま

せ
ん
﹂
と
、
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
の

表
情
を
見
せ
た
。

 

﹁
私
が
大
学
の
研
究
室
に
入
っ
た
と

き
に
は
、
い
き
な
り
実
態
の
わ
か
ら

な
い
薬
を
渡
さ
れ
て
﹃
こ
れ
が
生
物

に
ど
ん
な
作
用
を
示
す
か
調
べ
ろ
﹄

と
い
う
実
験
か
ら
始
ま
っ
た
。﹃
粉

だ
よ
な
、
白
い
よ
な
、
水
に
溶
け
る

の
か
な
⋮
﹄
と
確
認
し
て
、
ま
ず
は

ラ
ッ
ト
に
注
射
し
て
み
る
。
そ
こ
で

血
圧
の
変
動
を
見
て
、
ど
う
し
て
上

が
る
の
か
、
ま
た
は
下
が
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
ん
で
す
﹂

　

自
分
で
仮
説
を
立
て
て
証
明
し
な

が
ら
、
薬
が
効
く
筋
道
を
見
つ
け
て

い
く
作
業
は
決
し
て
容
易
で
は
な

い
。
し
か
し
そ
れ
こ
そ
が
﹁
薬
理
学

の
醍
醐
味
﹂
と
栗
原
教
授
は
語
る
。

﹁
仮
説
が
当
た
っ
て
も
外
れ
て
も
楽

し
い
。
考
え
る
楽
し
み
が
、
薬
理
学

に
は
あ
る
ん
で
す
﹂

　

恩
師
が
循
環
器
系
の
研
究
者
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
最
初
は
高
血
圧
の
薬

を
専
門
に
し
て
い
た
栗
原
教
授
。
そ

の
後
、
脳
循
環
障
害
の
分
野
に
仕
事

を
広
げ
、
留
学
時
に
は
脳
卒
中
関
係

の
研
究
所
を
選
択
し
た
が
、
考
え
る

こ
と
に
対
す
る
ワ
ク
ワ
ク
感
は
常
に

消
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

 

﹁
私
が
学
生
の
と
き
は
﹃
誰
が
そ
ん

な
こ
と
を
や
っ
て
い
い
っ
て
言
っ

た
！
﹄
っ
て
教
授
に
カ
ミ
ナ
リ
を
落

と
さ
れ
る
ほ
ど
、
能
動
的
に
研
究
を

進
め
る
学
生
が
多
か
っ
た
気
が
し
ま

Surprise Us.
が

教 え て く
れ る コ ト

、先 生

考える楽しみを、
私たちに与えてくれる。
それが薬理学研究です。

す
。
今
思
え
ば
そ
れ
は
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
解
明
し
た
い
と
い
う
欲
求

の
表
れ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
﹂

　

人
は
好
奇
心
に
突
き
動
か
さ
れ
る
。

そ
の
法
則
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な

い
。
だ
か
ら
栗
原
教
授
は
、
学
生
に

も
﹁
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
ど

ん
な
薬
剤
師
に
な
り
た
い
の
か
、
早

い
う
ち
に
目
標
を
持
て
﹂
と
口
を

酸
っ
ぱ
く
し
て
言
っ
て
い
る
と
い
う
。

 

﹁
だ
っ
て
6
年
間
と
い
う
長
い
期

間
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

も
わ
か
ら
ず
に
単
位
を
取
る
こ
と
だ

け
を
考
え
て
い
た
の
で
は
つ
ま
ら
な

い
で
し
ょ
う
？ 

サ
イ
エ
ン
ス
の
語

源
は
ラ
テ
ン
語
で
﹃
ス
キ
オ
ー
﹄。

こ
れ
は
﹃
知
る
﹄
と
い
う
意
味
な
ん

で
す
。
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
サ
イ
エ
ン
ス
は
存
在

し
得
る
ん
で
す
よ
﹂

　

高
い
研
究
能
力
を
持
っ
た
薬
学
師

た
ち
は
、
や
が
て
未
来
の
薬
学
教
育

を
支
え
る
大
切
な
礎
に
な
る
。
そ
ん

な
﹁
街
の
科
学
者
﹂
を
育
て
る
べ
く
、

教
授
た
ち
も
日
々
奔
走
中
な
の
だ
。

好
奇
心
と
ワ
ク
ワ
ク
感
が
、

未
来
の
薬
学
を
支
え
る
。

 

﹁﹃
先
生
の
特
技
は
な
ん
で
す
か
？
﹄

と
聞
か
れ
た
ら
﹃
ラ
ッ
ト
の
手
術
﹄

と
答
え
ま
す
ね
。
最
近
老
眼
が
キ
ツ

く
な
っ
て
き
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
悲

し
い
ん
で
す
け
ど
︵
笑
︶﹂

　

明
る
い
語
り
口
で
聞
き
手
を
楽
し

ま
せ
る
よ
う
に
話
す
の
は
、
帝
京
大

学
薬
学
部
の
栗
原
順
一
教
授
。
元
々

モ
ノ
よ
り
も
生
き
も
の
と
関
わ
り
た

い
気
持
ち
が
強
か
っ
た
と
い
う
栗
原

教
授
の
専
門
は
﹃
薬
理
学
﹄
で
あ
る
。

薬
が
体
内
で
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し

て
、
体
に
ど
の
よ
う
な
反
応
を
起
こ

す
の
か
、
と
い
っ
た
、
薬
と
体
の
相

互
作
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
分

野
の
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
学
生
時
代

は
、
ラ
ッ
ト
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
動

物
を
使
っ
た
実
験
を
行
う
こ
と
が
多

か
っ
た
と
い
う
。
麻
酔
を
し
て
血
管

に
管
を
入
れ
た
り
、
臓
器
を
摘
出
し
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全国にある帝京大学のキャンパスで学生生活を送るみなさんに、
友だちにもすすめたい、お気に入りをひとつ、聞かせてもらいました。
お気に入りの場所や映画、音楽や本。
そこには、それぞれの思い出と、大学生活の現在がいっぱい詰まっていました。

　

後
藤
さ
ん
に
と
っ
て
、イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
バ
ン
ド
、
H
Y
の
ア
ル
バ
ム﹃
C
o

n
f
i
d
e
n
c
e
﹄は
大
学
生
活
を

共
に
歩
ん
で
き
た
大
切
な
１
枚
だ
。

﹁
大
学
へ
の
進
学
を
決
め
る
時
期
に
購

入
し
て
、
そ
れ
以
来
ず
っ
と
聴
い
て

い
ま
す
。
テ
ス
ト
勉
強
の
合
間
や
友

だ
ち
と
出
か
け
た
と
き
の
車
の
中
、

初
め
て
の
実
習
か
ら
の
帰
り
道
も
⋮
。

１
曲
１
曲
に
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

つ
ま
っ
て
い
ま
す
﹂

　

H
Y
の
曲
を
聴
く
と
﹁
元
気
と
や

る
気
が
で
る
﹂
と
い
う
後
藤
さ
ん
。

特
に
女
性
ボ
ー
カ
ル
・
仲
宗
根
泉
の

書
く
リ
リ
ッ
ク
に
は
、
何
度
も
共
感

し
励
ま
さ
れ
て
き
た
。
恋
愛
の
曲
も

多
く
、﹁
悩
ん
で
い
た
友
達
に
C
D

を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
、
す

ご
く
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
﹂
と
、
学

校
の
友
だ
ち
に
も
好
評
だ
っ
た
と
か
。

 

﹁
刺
激
的
な
毎
日
で
、
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
﹂
と
振
り
返
る
彼
女
の
大

学
生
活
も
、
残
り
あ
と
半
年
を
切
っ

た
。
ほ
ぼ
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
き
た

学
科
の
友
だ
ち
と
過
ご
せ
る
時
間
も
、

あ
と
少
し
⋮
。﹁
女
の
子
の
少
な
い
学

科
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
み
ん
な

仲
よ
し
。
卒
業
ま
で
に
、
み
ん
な
で

キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
り
学
生
時
代
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
思
い
っ
き
り

し
た
い
で
す
ね
﹂

何
度
も
励
ま
さ
れ
、

元
気
を
も
ら
っ
た
。

「女子の気持ちを綴った歌詞に、すごく共感できます」
推薦人　福岡医療技術学部理学療法学科４年　後藤夢乃さん

 Recommend!_01

MUSIC

　

合
コ
ン
と
ナ
ン
パ
に
明
け
暮
れ
る

医
大
生
で
サ
ー
ク
ル
代
表
の
著
者
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
小
学
校
と
診
療
所
を

建
て
る
ま
で
の
苦
闘
を
書
い
た
﹃
マ
ジ

で
ガ
チ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹄。
大
柴
さ

ん
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、﹁
自
分
の

考
え
の
甘
さ
に
気
づ
い
た
﹂
と
話
す
。

　

将
来
、﹁
発
展
途
上
国
の
支
援
が
し

た
い
﹂
と
い
う
確
固
た
る
目
標
を
持

つ
大
柴
さ
ん
。
ま
ず
は
会
計
士
を
め

ざ
し
、
そ
の
後
﹁
い
ず
れ
は
会
社
を

興
し
て
企
業
と
し
て
貢
献
し
た
い
ん

で
す
﹂
と
い
う
熱
い
思
い
が
あ
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
今
は
開
発
経

済
に
つ
い
て
の
本
を
読
む
な
ど
、
土

台
作
り
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

本
の
著
者
の
﹁
や
る
と
決
め
た
ら

実
現
さ
せ
る
行
動
力
と
、
ま
わ
り
を

巻
き
込
む
人
間
力
を
見
習
い
た
い
﹂

と
大
柴
さ
ん
は
話
す
。
何
事
も
行
動

し
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
、
そ
し
て

学
生
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
本
は
教
え
て

く
れ
る
。

 

﹁
今
の
自
分
の
生
活
を
ち
ょ
っ
と
見

直
す
だ
け
で
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
。
学
生
の
う
ち
に
ぜ
ひ

み
ん
な
に
も
読
ん
で
ほ
し
い
本
で
す
﹂

　

大
柴
さ
ん
の
夢
の
実
現
へ
の
挑
戦

は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

学
生
に
し
か
、

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

BOOK
 Recommend!_02

「発展途上国の支援をするために、目下勉強中です」
推薦人　経済学部経営学科３年　大柴賢幸さん

　

江
戸
時
代
に
城
下
町
と
し
て
栄

え
、 ＂
小
江
戸
＂
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
埼
玉
県
川
越
市
。
蔵
造
り
の

町
並
み
や
史
跡
な
ど
、
多
数
の
歴
史

的
建
造
物
が
点
在
し
、
休
日
と
も
な

る
と
た
く
さ
ん
の
観
光
客
で
賑
わ
っ

て
い
る
。

　

そ
ん
な
川
越
に
生
ま
れ
育
っ
た
小

原
さ
ん
は
、
地
元
の
魅
力
を
こ
う
語

る
。﹁
時
代
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
な
独
特
な
風
情
が
残
る
街

で
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い

る
気
が
し
ま
す
﹂

　

ま
た
、﹁
川
越
に
来
た
ら
、
ぜ
ひ

立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
話
す
小
原

さ
ん
の
一
押
し
ス
ポ
ッ
ト
は
、
石
畳

の
道
に
22
軒
の
駄
菓
子
屋
が
ひ
し

め
く
﹃
菓
子
屋
横
丁
﹄。
素
朴
で
昔

懐
か
し
い
感
じ
の
す
る
町
並
み
も
お

気
に
入
り
の
理
由
だ
。﹁
小
さ
い
頃
、

お
小
遣
い
を
握
り
し
め
て
よ
く
遊
び

に
行
き
ま
し
た
。
安
い
の
で
、
数
百

円
で
も
い
ろ
い
ろ
な
お
菓
子
が
買
え

る
ん
で
す
よ
﹂

　

川
越
に
は
、
都
心
か
ら
も
１
時
間

足
ら
ず
で
ア
ク
セ
ス
が
可
能
。
名
産

品
を
食
べ
歩
き
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
街
を
散
策
す
る
の
が
お
す
す
め

だ
。﹁
大
学
の
み
ん
な
に
も
ぜ
ひ
来
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
僕
に
声
を
か

け
て
く
れ
た
ら
案
内
し
ま
す
よ
！
﹂

情
緒
溢
れ
る
町

小
江
戸
・
川
越
。

 

﹃
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
﹄
や
﹃
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
﹄
を
制
作
し
た
、
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
監
督
が
、
3
D
技

術
を
は
じ
め
最
先
端
の
映
像
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
描
い
た
S
F

ア
ク
シ
ョ
ン
超
大
作
﹃
ア
バ
タ
ー
﹄。

遠
藤
さ
ん
は
、
こ
の
作
品
を
﹁
自
他

共
に
認
め
る
大
の
映
画
好
き
﹂
と
い

う
母
親
と
映
画
館
の
3
D
上
映
で

鑑
賞
。
立
体
感
の
あ
る
映
像
に
引
き

込
ま
れ
、﹁
ま
る
で
ス
ク
リ
ー
ン
の

中
に
自
分
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

な
気
分
﹂
に
な
っ
て
、
時
間
を
忘
れ

て
楽
し
め
た
と
話
す
。

　

物
語
の
舞
台
と
な
る
の
は
、
地
球

か
ら
は
る
か
彼
方
に
あ
る
惑
星
＂
パ

ン
ド
ラ
＂。
豊
か
な
大
自
然
の
中
に
未

知
の
動
植
物
が
生
息
す
る
こ
の
惑
星

で
、
主
人
公
の
ジ
ェ
イ
ク
は
想
像
を

絶
す
る
冒
険
を
経
験
し
、
あ
ま
り
に

も
過
酷
な
決
断
を
迫
ら
れ
て
い
く
⋮
。

 

﹁
環
境
問
題
、
戦
争
、
正
義
と
い
っ

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
る
作
品
﹂
と
遠
藤
さ
ん
。
特

に
物
語
の
終
盤
、
大
き
な
木
の
前
で
、

み
ん
な
が
手
を
つ
な
い
で
ひ
と
つ
に

な
る
シ
ー
ン
が
印
象
的
だ
っ
た
そ
う
。

﹁
一
人
ひ
と
り
が
つ
な
が
る
と
、
偉
大

で
強
い
力
に
な
る
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
一
度
に

楽
し
め
る
映
画
で
す
﹂

未
知
の
惑
星
を
舞
台
に
し
た

愛
と
冒
険
の
ド
ラ
マ
。

「どこか素朴で、昔懐かしい町並みが好きです」
推薦人　薬学部薬学科４年　小原拓也さん

 Recommend!_04

MOVIE

「色鮮やかな映像に引き込まれました」
推薦人　理工学部バイオサイエンス学科４年　遠藤裕佳さん

 Recommend!_03

SPOT

医大生の著者が、ひょんなこ
とからカンボジアに小学校
を建設することを決意し、わ
ずか 8ヵ月で完成へ。しかし、
次のプロジェクトでは 140万
円の借金に…。彼の想いは実
現するのか。

『マジでガチなボランティア』 
石松宏章

（講談社文庫  ￥610）

インディーズシーンでカリスマ的人気を誇る５人組バンド、
HY の通算４作目のオリジナルアルバム。アルバムタイトル
は“自信・信頼・確信”という意味。

『Confidence』 HY（東屋慶名建設 ￥2,300）

公開後、39 日で歴代の世界興
行収入記録を塗りかえた話題
作。構想 14 年、製作に 4 年
をかけたという壮大な物語と
斬新な映像美は必見。

『アバター』

約80mの通りに、色とりどりの手作りアメや素朴な生菓子、下町風の駄菓子な
どが売られる菓子屋が並ぶ。ノスタルジックな雰囲気が漂う川越の人気スポット。

『菓子屋横丁』

©2010 Twentieth Century Fox Home Entertainment LLC. All Rights Reserved. 

『アバター ［初回生産限定］』
（20世紀フォックス・ホーム・エンターテイメント・
ジャパン ￥3,490）

インディーズシーンでカリスマ的人気を誇る５人組バンド、
HY の通算４作目のオリジナルアルバム。アルバムタイトル
は“自信・信頼・確信”という意味。

『Confidence』 HY（東屋慶名建設 ￥2,300）

約80mの通りに、色とりどりの手作りアメや素朴な生菓子、下町風の駄菓子な
どが売られる菓子屋が並ぶ。ノスタルジックな雰囲気が漂う川越の人気スポット。

『菓子屋横丁』
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今日踊った分だけ、
美人になれるよ！

ウニキ・クム・フラの
サンディーさんとフラを踊ろう

第4 回 Flair Workshopレポート

私たちがよく耳にする「フラ」は、ハワイで生まれた聖なる踊り。
ハンド・モーションやステップは慣れるまで難しいけれど、
踊り終わったあとには、たくさんの愛が心を満たしてくれます。

Flair Workshop.
ワ
が 、

満 載 で す

クワ ク

　

神
や
先
祖
な
ど
、
す
べ
て
の
生
命

に
感
謝
と
愛
を
表
現
す
る
踊
り
、
そ

れ
が
フ
ラ
。
ハ
ワ
イ
に
文
字
が
な

か
っ
た
時
代
﹁
体
で
思
い
を
届
け
た

い
﹂
と
い
う
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
た
、

究
極
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ダ
ン
ス
で
あ

る
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講

師
は
、
ウ
ニ
キ
・
ク
ム
・
フ
ラ
︵
フ

ラ
の
伝
統
継
承
者
︶
で
あ
る
サ
ン

デ
ィ
ー
さ
ん
。﹁
フ
ラ
を
踊
る
の
は

初
め
て
﹂
と
い
う
学
生
た
ち
の
張
り

つ
め
た
空
気
を
察
し
て
か
、
レ
ッ
ス

ン
に
入
る
前
に
彼
女
は
こ
ん
な
話
を

し
て
く
れ
た
。

 

﹁
笑
顔
を
作
る
と
き
の
、
ほ
ほ
の
筋

肉
を
ア
ロ
ハ
筋
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

し
か
め
面
を
し
て
い
る
と
、
ス
ト
レ

笑
顔
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

そ
れ
が
フ
ラ
の
基
本
。

ス
で
自
律
神
経
が
シ
ョ
ー
ト
し
ち
ゃ

う
の
。
笑
顔
は
、
そ
ん
な
締
め
つ
け

ら
れ
た
血
管
を
ほ
ど
く
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。
自
分
の
内
側
に
宿
る
光
に

向
か
っ
て
微
笑
ん
で
ね
。
そ
う
す
れ

ば
、
花
も
そ
よ
風
も
海
も
、
み
ん
な

微
笑
ん
で
く
れ
る
か
ら
﹂

　

彼
女
の
や
さ
し
い
声
が
ス
タ
ジ
オ

に
響
き
、
学
生
た
ち
の
顔
が
少
し
ず

つ
緩
ん
で
い
く
。
そ
こ
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
、
基
本
的
な
フ
ラ
の
ス
テ
ッ
プ

の
指
導
に
入
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
日
使
う
の
は
5
種
類
の
ス

テ
ッ
プ
。
ど
れ
も
、
基
本
と
な
る
の

は
腰
の
使
い
方
だ
。
慣
れ
な
い
動
き

に
苦
戦
す
る
学
生
た
ち
も
、
サ
ン

デ
ィ
ー
さ
ん
の
﹁
今
日
一
日
で
、
ひ

と
通
り
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ

う
ね
﹂
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声
か

け
に
、
に
っ
こ
り
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

（左）フラでは腰を使うため、スカートが常に揺れているかどうかにも意識を向ける。（右）ハワイと
ひょうたんは切り離せない。ステップ練習のときに使う打楽器も、ひょうたんからできている。
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基
本
的
な
ハ
ン
ド
・
モ
ー
シ
ョ
ン

や
ス
テ
ッ
プ
を
習
っ
た
あ
と
は
、
い

よ
い
よ
実
践
。
今
日
は
﹃
グ
リ
ー
ン 

ロ
ー
ズ 

フ
ラ
﹄
と
い
う
曲
に
の
せ

て
踊
る
。
こ
れ
は
、
男
性
が
女
性
に

向
け
て
綴
っ
た
恋
の
歌
だ
。

 

﹁
ハ
ワ
イ
の
人
た
ち
は
直
接
﹃
僕
の

恋
人
は
世
界
一
美
し
い
﹄
と
は
言
い

ま
せ
ん
。
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
だ

け
に
、
言
葉
を
届
け
る
に
あ
た
り
真

剣
に
美
し
い
も
の
を
探
し
て
は
、
そ

れ
を
恋
人
に
例
え
て
歌
を
作
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
﹂と
サ
ン
デ
ィ
ー
さ
ん
。

ゆ
え
に
、
歌
詞
に
出
て
く
る
花
や
愛

し
さ
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
き
ち
ん
と

持
っ
て
踊
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。

　

お
弟
子
さ
ん
で
あ
る
プ
ナ
ヘ
レ

さ
ん
の
見
本
を
見
な
が
ら
、
サ
ン

デ
ィ
ー
さ
ん
の
歌
声
に
合
わ
せ
て

踊
っ
て
み
る
。
5
番
ま
で
あ
る
こ

の
曲
は
す
べ
て
振
り
付
け
が
異
な
る

た
め
、
限
ら
れ
た
時
間
で
マ
ス
タ
ー

す
る
の
は
至
難
の
業
だ
。
学
生
た
ち

は
ま
ず
1
番
の
振
り
付
け
に
ト
ラ

イ
し
て
み
た
が
、
パ
ラ
パ
ラ
と
動
き

が
お
ぼ
つ
か
な
い
。
参
加
し
た
学
生

は
﹁
全
身
を
使
う
し
、
頭
を
使
っ
て

次
の
動
き
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
大
変
﹂
と
話
す
。
そ
れ
で
も

焦
ら
ず
﹁
で
き
て
も
で
き
な
く
て

も
、
1
曲
と
お
付
き
合
い
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
﹂
と
サ
ン

デ
ィ
ー
さ
ん
が
微
笑
ん
で
く
れ
る
。

そ
の
笑
顔
に
安
心
し
た
の
か
、
練
習

を
繰
り
返
す
う
ち
に
彼
女
た
ち
の
ス

み
ん
な
の
中
に
生
ま
れ
た

心
地
よ
い一
体
感
。

ワークショップへの応募は、下の
QRコードから。空メール送信後、

（flairworkshop@flair-t.com宛）
応募フォームにて申込みができ
ます。応募者多数の場合は抽選
となりますのでご了承ください。

● 応募の仕方

創業 131 年の九谷焼の老舗、上
出長右衛門窯と丸若屋で作り出
した kutani seal は、焼き物の
転写シールという技法を応用し
て作られました。上出長右衛門
窯の上出惠悟さん手描きによる、
絵柄の転写シールを使って、器
を作ってみませんか？

第 5回開催予告
丸若屋さんとkutani seal
で九谷焼を作ろう

国内外で活躍中のアーティスト
松岡さんを講師に迎え、大きな
白い壁（キャンパス）に参加者
全員で自由に絵を描きます。今
まで体験したことのない、美術
の時間の始まりです。

第 6 回開催予告
松岡亮さんと
ライブペイティングをしよう

Next Workshop

2010 12.18 (SAT)
● 開催日

※ドメイン指定受信・拒否等
の設定を行っている場合は、
flairworkshop@flair-t.com か
らの電子メールを受信可能な状
態に設定してください。

今日のみんなには、改めて拍手を
おくりたいです。「無理」と思っ
てしまうとできないけれど「でき
る」と思えば人は設定した目標ま
で前に進める。フラを通して学ん
だ経験が、人生の財産になってく
れたらうれしいですね。

参加した学生の
感想はこちら→

サンディーさんの感想は？

テ
ッ
プ
も
形
に
な
っ
て
き
た
。
2

番
、
3
番
と
修
得
す
る
た
び
に
﹁
自

分
に
拍
手
！
﹂
と
声
を
か
け
て
く
れ

る
サ
ン
デ
ィ
ー
さ
ん
。
喜
び
を
分
か

ち
合
う
こ
と
で
、
ス
タ
ジ
オ
内
に
一

体
感
が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
だ
。

　

1
番
か
ら
5
番
ま
で
ひ
と
通
り

振
り
付
け
を
覚
え
た
ら
、通
し
で
踊
っ

て
み
る
こ
と
に
。
実
際
に
音
楽
が
か

か
る
と
、
サ
ン
デ
ィ
ー
さ
ん
の
歌
よ

り
も
か
な
り
テ
ン
ポ
が
速
い
。
し
か

し
練
習
開
始
時
と
は
比
べ
物
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
上
達
ぶ
り
で
、
み
ん
な

き
ち
ん
と
音
楽
に
つ
い
て
く
る
。
体

の
動
き
も
な
め
ら
か
で
、
見
る
者
を

魅
了
す
る
ほ
ど
の
美
し
さ
だ
。終
わ
っ

た
あ
と
は
、
思
わ
ず
﹁
や
っ
た
！
﹂

と
声
が
出
た
。

 

﹁
こ
れ
で
み
ん
な
は
フ
ラ
シ
ス
タ
ー
。

隣
の
人
と
ハ
グ
し
ま
し
ょ
う
！
﹂

　

初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
者
同
士
が

一
緒
に
な
っ
て
、
ひ
と
つ
の
目
標
に

向
か
う
う
ち
に
生
ま
れ
て
き
た
友
情

と
達
成
感
。
愛
に
溢
れ
た
フ
ラ
は

き
っ
と
、
新
し
い
彼
女
た
ち
の
誕
生

を
祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

両手を前に伸ばす。左右に
動くポーズではなくても、
腰を常に意識する。 愛しさを抱くように、広げ

た両手をゆっくりと胸の前
で交差させる。 「ke aloha」＝愛。腕をいっ

ぱいに広げて、愛しい気持
ちを表現する。

プア（花）のポーズ。両手で
花を摘むように。周囲に花
の香りを漂わせるつもりで。

花が咲いているイメージ。
大地をなぞるように、両手
のひらを下に向ける。

今度は右側。一連の流れは
す べ て「 ヘ ラ 」と い う ス
テップを踏みながら行う。

あなたは天よりも美しい、
という思いを込めて、両手
で左側の天を仰ぐ。

恋人の美しさ（アロハスマ
イル）を表すポーズ。笑顔
を作った状態のこと。

80 年代よりワールドワイドに活躍してい
る女性ヴォーカリストの先駆者。1996 年
より故郷のハワイ音楽のアルバムを製作。
自身のフラスタジオも設立し、現在 700
名を超える生徒を持つ。2005 年にはウニ
キ・クム・フラ（フラの伝統継承者）の称号
を授かる。7月21日にNEWアルバム『San
dii Beach』（定価￥2,500）を発売。11月
15 日に Bunkamura オーチャードホール
にてコンサートを開催予定。

一 緒に「グリーン ローズ  フラ」を踊ろう！

シンガー／ウニキ・クム・フラ

サンディーさん
Sandii

Last 
Greeting
終わりの挨拶

（右）最後はみんなで輪になっ
て「会うときはいつも笑顔で
ね！ アロハ ア フイ ホウ！

（また会いましょう）」とハワ
イ語で挨拶。（左）太もも（こ
れもアロハ筋のひとつ）をよ
く使ったので、念入りにスト
レッチをして終了。

Enjoy
上達すれば楽しく

（右）最初は難しすぎて、一同
からは思わず笑いが。足と手
の両方を意識する必要がある
上に、「腰の動き」という壁に
ぶち当たる。（左）しかし上達
するにつれて、ようやく楽し
さを実感。笑顔が見られるほ
どの余裕が出てきた。

Lesson
まずはステップから
（右）スタジオは鏡張り。自分
が踊っている姿を見ることも
重要。（中央）ポイントのひと
つである腰を、上手く動かそ
うと苦戦する学生たち。（左）
基本となるフラポジションは
いくつかあるが、胸に手を添
えるポーズもそのひとつ。

Green Rose Hula（Laida Paia/John K. Almeida）

No ka pua loke lau ke aloha
No ka u’i kau i ka wekiu

Ko ’ala onaona i ’ane’i,
Ho ’olale mai ana e walea

E walea pu aku me ’oe,
I ka hana no’eau ho’oipo.

A he ipo ’oe na’u i aloha
Ka ’ano’i a ku’u pu’uwai.

Ha ’ina ’ia mai (ana) ka puana
Nou no Green Rose ke aloha.

私の愛しい人はグリーンローズ
私が最高だと思う花

その香りは私に届き
私の思いを高揚させる

あなたといるとなんて楽しい
愛しあった過去のステキな時間

あなたは私の愛しい恋人
私の心の恋人

さて、お話もそろそろ最後
いとしいあなた、愛しいグリーンローズ

1

2

3

4

5

Teacher

プナヘレさんに教えてもらいます。

2010 10.9 (SAT)
● 開催日
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東京大学医学部卒業。東
京大学医学部附属病院、
朝日生命糖尿病研究所、
ハーバード医科大学、自
治医科大学勤務を経て、
2010 年 1 月より現職。日
本糖尿病学会、米国糖尿
病学会会員など。

帝京大学医学部内科学講座教授

江藤一弘　 Kazuhiro Eto

Dr
：
日
本
人
に
は
元
々
や
せ
型
の
人

が
多
い
の
で
、
一
見
普
通
に
見
え
て

も
実
は
内
臓
脂
肪
が
多
く
つ
い
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
っ
た
2
㎏

の
体
重
増
加
で
糖
尿
病
に
な
る
割
合

が
3
倍
に
増
加
す
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
欧
米
人
と
は
遺
伝
的
な
背

景
が
違
う
た
め
、
同
じ
よ
う
な
食
事

を
し
て
い
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

Dr
：
喉
が
乾
く
た
め
水
を
た
く
さ
ん

飲
み
、
尿
量
が
増
え
ま
す
。
加
え

て
体
重
が
減
り
、
倦
怠
感
も
強
く

な
り
ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
著
し

い
高
血
糖
の
場
合
で
、
初
期
に
は
症

状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
自

覚
が
な
い
ま
ま
5
～
10
年
放
置
す

る
と
失
明
や
腎
機
能
低
下
、
神
経
障

害
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
た
め
非
常

に
危
険
で
す
。

Dr
：
適
正
カ
ロ
リ
ー
の
食
事
と
有
酸

素
運
動
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
て
薬
物
療
法
を
行
い
ま
す
。

薬
物
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
に
画
期

的
な
新
薬
が
日
本
で
認
可
さ
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
の
薬
は
個
人
の
血
糖
値

に
よ
っ
て
投
与
量
を
変
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
薬
で
あ

る
G
L
P-
1
誘
導
体
注
射
薬
は
イ

ン
ス
リ
ン
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
行
う
β
細
胞
に

働
き
か
け
て
効
果
を
示
し
て
く
れ
る

も
の
。
だ
か
ら
、
毎
回
一
定
量
の
投

与
で
充
分
な
の
で
す
。
し
か
も
1
回

に
つ
き
24
時
間
効
果
が
持
続
す
る
上
、

Dr
：
1
型
と
2
型
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
前
者
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌

す
る
β
細
胞
が
壊
れ
て
い
く
病
気

で
、
昔
は
小
児
糖
尿
病
と
い
え
ば

1
型
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
ス
リ
ン
と
は
血
中
の
ブ
ド
ウ

糖
濃
度
を
調
節
し
、
こ
れ
を
細
胞

に
送
り
込
ん
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
る
ホ
ル
モ
ン
の
こ
と
。
加
齢
や

肥
満
、
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
な

ど
に
よ
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌

力
が
落
ち
た
り
働
き
が
悪
く
な
っ

た
り
し
て
起
こ
る
の
が
2
型
で
す
。

中
年
以
降
の
発
症
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
学
童
肥
満
の
増
加
に
よ
っ

て
子
ど
も
に
も
見
ら
れ
る
機
会
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
今
は
2
型
の
患
者
さ

ん
が
圧
倒
的
多
数
で
す
。

β
細
胞
の
減
り
ま
で
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
動
物
実

験
で
は
出
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
慢

性
・
進
行
性
の
病
気
な
の
で
完

治
す
る
と
い
う
こ
と
は
難
し

い
で
し
ょ
う
が
、
自
然
の

経
過
を
変
え
る
可

能
性
が
あ
る
薬

と
い
う
こ
と

で
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
新
薬
の
誕

生
に
よ
り
、
糖
尿
病
治
療
も
節
目
の

年
を
迎
え
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

Dr
：
な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
根
津
か
ら
お
茶
の
水
や
浅
草

あ
た
り
ま
で
3
～
4
㎞
の
道
の
り

を
ゆ
っ
く
り
と
。
景
色
が
賑
や
か
で

楽
し
い
ん
で
す
よ
。
体
重
が
減
り
に

く
い
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

は
い
。し
か
し
元
々
ス
リ
ム
な
日
本
人
は
糖
尿
病
に
抗
す
る
予
備
力
が
少
な
く
、

少
し
内
臓
脂
肪
が
増
え
た
だ
け
で
も
発
症
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

太
っ
て
い
る
人
が
、糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
が
う
ま
く
細
胞
に
取
り
込
ま
れ
な
く
な
り
、血
中
に
溢
れ
て
し
ま
う
病
気
、

そ
れ
が﹁
糖
尿
病
﹂。高
血
糖
状
態
が
続
く
と
、体
に
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
表
れ
ま
す
。

最
近
は
、若
年
層
の
患
者
も
増
加
中
。正
し
い
知
識
を
持
っ
て
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

か
か
る
と
、ど
ん
な

症
状
が
出
る
の
で
す
か
？

ど
の
よ
う
に
治
療
を

進
め
る
の
で
す
か
？

糖
尿
病
の
種
類
と
、

原
因
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

先
生
は
お
休
み
の
日
に

何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

や
せ
て
い
て
も
糖
尿
病
に

か
か
る
人
が
い
ま
す
よ
ね
？

平成21年度の会計をご報告します
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本年度末科目 前年度末 増　減
資産の部
固定資産

有形固定資産
その他の固定資産

流動資産
資産の部合計

負債の部
固定負債
流動負債
負債の部合計
基本金の部
基本金の部合計

翌年度繰越消費収支超過額
消費収支差額の部合計
負債・基本金・
消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

①固定比率
②流動比率
③自己資金比率
④総負債比率
⑤負債比率

主要財務指標

貸借対照表 平成22年3月31日 （単位：百万円）

本　学 全国平均 差　異項　　　　目

447,819
159,198
288,622

45,851
493,671

459,665
158,703
300,962
32,950

492,616

-11,846
495

-12,340
12,901

1,055

11,136
14,438
25,573

475,526

11,096
19,417
30,512

487,141

40
-4,979
-4,939

-11,615

-7,428
-7,428

-25,037 17,609
17,609

493,671 492,616 1,055

95.7%
317.6%
94.8%
5.2%
5.5%

101.3%
334.4
85.2%
14.7%
19.7%

-5.6%
-16.8%

9.6%
-9.5%

-14.2%

１．教育・研究施設を充実させるために、設備投資を積極的に
進めております。（２０年度：板橋本院竣工／２1年度：板橋旧本院の解体）

２．20年度は、板橋本院の竣工に伴って一時的に流動負債が
増加しました。なお、借入金の残高はありません。
３．板橋旧本院の解体に伴い、基本金の一部を取り崩しました
が、将来に亘って安定した教育・研究を行うため、自己資金の
増強に努力しています。
４．財務内容の健全性確保に努力し、引続き良好な水準を維
持しています。

※①④⑤は低い値が良い比率、②③は高い値が良い比率。

なお、平成２1年度の財務情報は、私立学校法第４７条の規
定に基づいて帝京大学本部会計課に備え置き、利害関係人
の閲覧に供しております。

-25,037

去る 8月8日（日）～13日（金）、軟式野球

大学日本一を決定する選手権大会が岐阜

県中津川市にて開催された。全日本大学

軟式野球連盟に加盟する地区代表22校と

地元推薦枠の１校を加えた 23チームによ

るトーナメント方式。本学軟式野球部は

見事 3 位入賞を果たした。

軟式野球部 第33回全日本大学軟
式野球選手権大会にて3 位入賞

Championship

10年12月10日Vol.80 配布予定

去る 6月5日（土）、6日（日）、第 12 回

関東チアリーディング選手権が代々木

第一体育館で開催され、本学チアリー

ディング部 BUFFALOS が DIVISION1

（ 最 高 レ ベ ル の カ テ ゴ リ ー）で 2 位、

DIVISION2 で優勝、とそれぞれ好成績を

おさめた。

チアリーディング部  
関東選手権で好成績をおさめる

Championship

去る6月20日（日）、第54回全日本学生空

手道選手権大会（兼東西対抗）が大阪市

中央体育館で開催され、女子個人組手で

小林実希が準優勝、五明真実子が 3 位、

女子個人形で小林実希、岡本沙織が 3 位

に入賞。小林実希は 7月の世界大学選手

権でも組手 55kgで 3 位に入賞した。

空手道部  全日本学生選手権、
世界大学選手権で活躍

Award

さて今号の特集『自転車』はいかがでした

か？ 最近は街中でもよく自転車を見かけ

ますよね。しかもいわゆるママチャリでは

ない、かっこいい自転車。聞けばお値段も、

ママチャリに比べてびっくりするものが多

いです。自転車にはもう何年も乗っていな

いばかりか、自転車がどんなしくみで走っ

ていて、どういう変遷を経て今の自転車が

あるのかなんて考えたこともない私でした

が、世界最古のオール木製自転車から、ペ

ダルがついて、チェーンで後輪を回す仕組

みが考え出されて ･･･ とそのものづくりの

過程を考えると、自転車好きの人たちの気

持ちが少しわかったような気がしました。

身の回りに当たり前のようにある便利なも

のも、こうしていろいろな過程を経て『つ

くられて』きたのですね。

Editor's Note

去る 6月26日（土）、第42回全日本大学

駅伝の関東地区選考会が開催され、本学

駅伝競走部は 4 位で通過。2年ぶり4 度

目の本大会出場を決めた。11月7日（日）

の本大会に向けてさらに勢いをつけると

ともに、10月に行われる箱根駅伝の予選

会突破にも力が入る。

駅伝競走部  第42回全日本大学
駅伝の予選会突破、本戦出場へ

Championship
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Ⓐ資産の構成

その他固定資産
2,886

有形
固定資産

1,592

流動資産
459

消費収支差額
-74

Ⓑ負債および自己資産の構成

基本金
4,755

流動負債
144

固定負債
111
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